
 

令和２年度 国立特別支援教育総合研究所研修事業計画 

名 称 期 間 募集人員 目的及び受講対象 
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別 
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援 

教 

育 

専 

門 

研 

修 

第 

一 

期 

視覚障害・聴覚障害・肢体不
自由・病弱教育コース 

 

視覚障害教育専修プログラム 

聴覚障害教育専修プログラム 

肢体不自由教育専修プログラム 
病弱教育専修プログラム 

令和２年５月11日(月) 

～ 
令和２年７月10日(金) 

70
名 

210
名 

＜目的＞インクルーシブ教育システムの充実に向け、障害のある幼児児童生徒の教育

を担当する教職員を対象として、多様な学びの場（通常の学級、通級による指導、特
別支援学級、特別支援学校）における各障害種別の指導者（スクールリーダー）の専
門性向上を目的とし、専門的知識及び技術を深め、指導力の一層の向上を図り、今後

の各都道府県等における指導者としての資質を高める。 
また、特別支援学校教員においては幼稚園・小学校・中学校・義務教育学校・高等

学校・中等教育学校を含む地域支援の一層の充実を目指し、地域の中核となるようそ

の専門性の向上を図る。 

＜受講対象＞幼稚園・小学校・中学校・義務教育学校・高等学校・中等教育学校及び
特別支援学校並びに教育委員会、特別支援教育センター等において受講しようとする

専修プログラムが対象とする障害のある幼児児童生徒の教育を担当する教職員で、当
該障害のある幼児児童生徒の教育に関し指導的立場に立つ者又は今後指導的立場に立
つことが期待される者であること。 

（参考）各コース及び専修プログラムの研修内容 

視覚障害･聴覚障害･肢体不自由･病弱教育コース：当該コースの障害種の教育 

発達障害･情緒障害･言語障害教育コース：小中学校等での当該コースの障害種の教育 

発達障害・情緒障害教育専修プログラム 
（自閉症・情緒障害特別支援学級における教育、発達障害・情緒障害を対象とした

通級による指導における教育及び通常の学級における教育） 

言語障害教育専修プログラム 
（言語障害特別支援学級における教育及び言語障害を対象とした通級による指導に

おける教育） 

※選択プログラムとして①通常の学級における指導、②通級による指導、③特別支

援学級における指導をそれぞれ扱う。 

知的障害教育コース：当該コースの障害種の教育 

第 

二 

期 

発達障害・情緒障害・言語障
害教育コース 

 

発達障害・情緒障害教育専修プログラム 

言語障害教育専修プログラム 

令和２年９月９日(水) 

～ 
令和２年11月13日(金) 

70
名 

第 

三 

期 

知的障害教育コース 

 

知的障害教育専修プログラム 

令和３年１月６日(水) 

～ 
令和３年３月10日(水) 

70
名 

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
充
実
に
関
わ
る
指
導
者
研
究
協
議
会
・
セ
ミ
ナ
ー 

特別支援教育におけるICT活用に 
関わる指導者研究協議会 

令和２年７月21日(火) 

～ 
令和２年７月22日(水) 

70名 

＜目的＞インクルーシブ教育システムの充実を目指し、障害のある幼児児童生徒に適
切な指導・支援を行う上で必要なICT活用について、指導的立場にある教職員による研
究協議等を通じ、教育支援機器等の活用に関する専門的知識を深め、各地域における
指導・支援の充実を図る。 

＜受講対象＞教育委員会及び特別支援教育センター等の指導主事及び障害のある幼児
児童生徒のためのICT活用をはじめとする教育支援機器等活用について指導実績があ
り、且つ指導的立場にある幼稚園・小学校・中学校・義務教育学校・高等学校・中等
教育学校・特別支援学校の教員とする。 

高等学校における通級による指導
に関わる指導者研究協議会 

令和２年９月２日(水) 
～ 

令和２年９月４日(金) 

100名 

＜目的＞インクルーシブ教育システムの理念を実現するには、高等学校においても、
障害に応じた特別の指導を行う通級による指導の取組が重要であり、高等学校におけ
る通級による指導は、平成30年度から制度が運用されている。 
そこで本協議会では、高等学校における通級による指導に関し、指導的立場にある

者による研究協議等を通じ、担当者の専門性の向上及び高等学校における通級による
指導の理解推進を図る。 
＜受講対象＞各都道府県等において、高等学校における通級による指導に関わる指導
主事又は担当教員とする。 

交流及び共同学習推進指導者研究協議会 
令和２年11月19日(木) 

～ 
令和２年11月20日(金) 

70名 

＜目的＞インクルーシブ教育システムの充実を目指し、各都道府県等において障害の
ある幼児児童生徒と障害のない幼児児童生徒との交流及び共同学習を推進する立場に
ある教職員による研究協議等を通じ、各地域における交流及び共同学習と障害の理解
推進を図る。 

＜受講対象＞教育委員会及び特別支援教育センター等の指導主事及び交流及び共同学
習を推進する立場にある幼稚園・小学校・中学校・義務教育学校・高等学校・中等教
育学校・特別支援学校の教員とする。 

発達障害教育実践セミナー 
令和２年12月３日(木) 

～ 
令和２年12月４日(金) 

70名程度 

＜目的＞家庭と教育と福祉の連携を推進する「トライアングル」プロジェクトでは、
発達障害者の支援に当たる人材が身につけるべき専門性を整理し、各地方自治体に
おいて指導的立場となる者に対する研修の在り方などを検討することが
求められている。本セミナーでは、発達障害に関する専門的知識を深め、研究
協議等を通して、各地域における発達障害教育の実践的な指導力の向上を図る。 

＜受講対象＞教育委員会及び教育センター等の研修担当の指導主事等とする。 

校
長
会
と
の
連
携
研
修 

特別支援学校寄宿舎指導実践協議会 
令和２年７月17日(金) 

（前日宿泊可） 
60名程度 

＜目的＞特別支援学校寄宿舎における幼児児童生徒の生活指導等に関して、各都道府
県等の寄宿舎指導員による実践発表、情報交換等を行い、寄宿舎における指導の充実
を図る。 

＜受講対象＞特別支援学校寄宿舎における幼児児童生徒の生活指導等に関して、各都
道府県等において指導的な立場にある寄宿舎指導員とする。 

特別支援学校「体育・スポーツ」 

実践指導者協議会 

令和２年11月26日(木) 
～ 

令和２年11月27日(金) 
50名程度 

＜目的＞各都道府県の特別支援学校において、体育・スポーツ活動に関して、指導的
立場にある教員等による実践交流・情報交換を通じて、体育・スポーツ指導の専門性
の向上及び特別支援学校を拠点とした体育・スポーツ活動の充実を図り、以て障害の
ある児童生徒の自立や社会参加と生涯学習への基盤を養うための資質・能力の向上を
目的とする。 

＜受講対象＞特別支援学校の体育・スポーツ活動に関して指導的立場に立つ教員等
で、都道府県内においてオリンピック・パラリンピックムーブメントを推進すること
が期待される者とする。 

注１：各研修の募集人員は、各都道府県等教育委員会への研修ニーズ調査の結果や各年度の受講実績を踏まえ決定している。 
注２：実施に当たっては、諸事情により、日程や内容を一部変更することがある。 


